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2006年度理事会議事録

日 H寺 2006年9月81::1 (金)

午後 5時 00分~午後 7時00分

場所:東京カーデンパレス須磨の問

出席者:岡村一成理事長，荻野七重副理事長，浮谷

秀一，垣本由紀子，柏木恵子(第 73巨!大会

委員長)，回之内厚三，所 正文， 外島

硲，内藤哲雄， j篠田主一，松浦常夫，松田

浩平，南 隆男， 向井希宏，蓮花一己(以

上常任理事)

井上孝代，尾入正哲，小野浩一，嘉部和夫，

川本利恵子，桐生正幸，谷口泰富，前]]江達

郎，森下高治，森脇保彦(以上I盟事)

藤森立男，玉井寛(監事)

委任状 大洲憲一，大坊郁夫，鎌H:;みや子，高石光

一，回中真介，豊村和真，馬場房子， 三戸

秀樹(以上理事)

階席:FI~海混， 大久保康彦， 和11作博， 仁わ村昭

之，山岡 淳(以上名誉会員)

事務局:浮谷秀一(事務局長)，伊波利]恵 (11伺互)

l 理事長挨拶

・第 73回大会開催にあたって，柏木恵子大会

委員長へ御干しを述べた。

-役員選挙が実施され，新体制で 4月から運常

されていることの~~明があ っ た。

II 第73回大会委員長挨拶(柏木恵子大会委員長)

・第 73回大会開催にあたり，委員長として ζ

挨惨をした。

III. 報告事項

l 選挙結果報告(浮谷選挙管理委員長)

・役員選挙結果について別紙を用いて説明し

fこ。

2 新役員 ・事務局体制

-選挙結果を踏まえて，別紙をJ'f:Jいて新しい役

員 ・事務局体制を説明した。

3. 事業報告

(1) 会員の異動および会費納入状況

(浮谷事務局長)

事務局だより

• 9月6日現在の会員数は，合計 1，107名

で，内訳は，正会員 1，060名，学生会員 2

名， 名誉会員 41名，賛助会員 4名との報

告があった。

-会費納入状況は， 2005年度分は 84% (3 

月末現在)2006年度は 71% (9月6日現

在)納入済との報告があった。

(2) 委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会 (藤田委員長)

・資料にもとっき委員会の構成委員を紹介し

fこ。

-資料に もとづき現在の編集状況を説明し

fこ。

2) 認定「応用心理士」認定審査委員会

(浮谷委員長)

• 2006年度前期は 2名を認定したことが報

告された。

3) 学会主主 ・奨励賞選考委員会(荻野委員長)

- 今年度は IlI~賞とも該当者なしという報告か

あった。 推薦はあったが選考委員会での第

l 次選考で 「該当者な し」とした。常任l盟

事会での第2次選考においても 「該当な

し」であることが承認された。

4) 国際交流委員会(蓮花委員長)

・アテネ大会における日本応用心理学会とし

ての企画ゾンポ ゾウムについて，次の案が

示された。

【テーマ 現代日本が直面する社会問題と

その解決】

司会 内藤哲縦 ・蓮花一己

話題提供者

①いじめ(日本的集団主義) 倉光 修

(非会員)

②交通事故関係(人災) ・ 垣本由紀子

③災害(天災) ・ 藤森立男

④非行 ・犯罪の防止策

(社会不安)岡田公H百

(~ I:会員)

指定討論者:長塚康弘

5) 企画委員会(内藤委員長)

-次回のシンポジウムを企画中であり，詳*Ill

については，決まり次第報告する。
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6)・広報委員会(所委員長)

・ニュースレターの発行の準備をしている。

7) 倫理委員会(荻野委員長)

. t!iになし

8) 諸規程整備検討委員会(浮谷委員長)

-役員選挙規程の見直しをした。審議事項と

して提案する。

9) 若手研究者支援委員会(田之内委員長)

• I明日からの第 73回大会より支援を実施す

るとの報告があった。

4. 2005年度第 72回大会報告

(玉井大会事務局長)

.大会決算報告書にもとついて報告があった。

5. 日本心理学諸学会連合(垣本担当常任f_~~Jn

-心fm学検定事業などについて説明があった。
6. その他

・理事長より創立60周年記念事業として 「応

用心国学事典」を学会として編集 ・発行する

ことが報告された。発行元は丸善株式会社で

ある。

IV. 審議事項

1. 会則の改正に|禁J-gる件(岡村理事長)

-終身会員を新設するための会則の改正案が提

案され，一部修正の上承認された。主な改正

点は次のとおりである。

①会則の第4条4項に終身会員に関する条

rl~が J可3入された。

②申請の条件は， I前71歳以上で正会員在籍

年数 30年以上の正会員および認定 「応用

心理士」取得後 10年を経過した者とした。

③終身会員は年会費納入の義務を有さなし、。

2. 2005年度決算に関する件(浮谷事務局長)

・各委員会の決算報告にも とっき，監事の会計

監査報告を経た 2005年度決算書が提案さ

れ，承認された。

3. 2006年度予算に関する件(浮谷事務局長)

・各委員会の決算報告ならびに要望にもとつい

た2006年度予算案が提案され，承認され

fこ。

4 役員選出 ・選挙規程に関司る{LIニ(浮谷委員長)

-役員選挙を実施した結果を踏まえて，より会

員の意思が反映されるように一部改正した。

主な改正点は常任rm事選挙での投票人数を 3
名から 15名と した点である。ほかに内容に

影響を与えない文言を数箇所訂正した。

5 名簿作成に関する件(岡村盟主l手長)

-名簿を発行するにあたり，掲jl求項目について

提案され承認された。

6. 学会賞に関する件(荻野副理事長)

・ここ数年 「該当なし」が続いていることから，

受賞対象なとを見直す提案があっ た。主な改

正点は， 学会賞と奨励賞を一本化し，学会賞

のみとする点で承認された。選考内規なとは

副理事長が仁|コ心になって決定していくことが

了承された。

7. 2008年度第75回大会当番機関に関する件

(岡村埋事長)

・横浜国立大学(藤森立男大会委員長)におい

て開催される ことが提案され，承認された。

ド常任理事会は 2007年 9月 10日(臼)12 JI寺から

文京学院大学本郷キャンパス B506会議室におい

て開催される。

2006年度総会議事録

日時 2006年 9月9日(土)

午前 11JI寺 3 0 分~ 12 時 30 分

場所:文京学院大学S-51教室

l 理事長挨拶

・第 73回大会開催にあたって，柏木恵子大会委

員長へ1M!礼を述べた。

-役員選挙が実施され，新体flilJで4月から運営さ

れていることの説明があった。

2. 第73回大会委員長挨拶(柏木恵子大会委員長)

・第73回大会開催にあたり，委員長として ζ挨

拶をした。

3. 議長選出

• j白木大会委員長を議長に選出した。

4 報告事項

(1) 選挙結果報告(浮谷選挙管盟委員長)

-役員選挙結果について別紙を用いて説明し

fこ。

(2) 新役員 ・事務局体制l

-選挙結果を踏まえて，別紙を用いて新しい役

員 ・事務局体制を説明した。
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(3) 事業報告

1) 会員の異動および会賀納入状削

(岸谷事務局長)

・9月6日現在の会員数は，合H1，107名

で，内訳は，正会員 1，060名，学生会員2

名，名誉会員41名，賛助会員4名との報

告があった。

-会費納入状況は，2005年度分は 84% (3 

月末現在)2006年度は 71% (9 J~6 日現

在)納入済との報告があ った。

2) 委員会報告

①機関誌編集委員会(藤田委員長)

・資料に もとっき，委員会の構成委員を紹

介した。

-使用にもとづき，編集i犬似を説明した。

②認定 「応用心理士」認定議査委員会

(浮谷委員長)

・2006年度前期は 2名を認定したことが

報告された。

③学会賞 ・奨励賞選考委員会(荻野委員長)

・今年度は両賞とも該当者なしという報告

があった。 推薦はあったが選考委員会で

の第 l次選考で 「該当者なし」とした。

常任理事会での第 2 次~考においても

「該当なしjであることがポ認された。

④国際交流委員会(蓮花委員長)

・アテネ大会における日本応ITJ心理学会と

しての企画シンポジウムについて，次の

案が示された。

【テーマ・現代日本が直而するtl会問題

とその解決】

司会 内膝哲雄 ・蓮花ー己

話題提供者

①いじめ (日本的集団主義)…倉光 修

(Jド会員)

②交通事故関係(人災) 底本由紀子

③災害(天災) ••••••••••••• 藤掛立男

④非行 ・犯罪の防止策

• (社会不安)問問公昭

(非会員)

指定討論者.長塚康弘

⑤企画委員会(内藤委員長)

・次回のシンポジウムを企画[1:1であり，詳

WIについては，決ま り次第報告する。

⑤広報委員会(所委員長)

・ニュースレターの発行の準備をしてい

る。

⑦{命j明委員会 (荻野委員長)

-特lこなし

⑧諸規律整備倹討委員会(浮谷委員長)

-役員選挙規将の見直しをした。審議事項

として提案する。

⑨若手研究者支援委員会(田之内委員長)

-明七|か らの第 73回大会より支援を実施

するとの報告があっ た。

(4) 2005年度第 72巨l大会報告

(玉井大会事務局長)

.大会決算報告71iにもとついて報告があった。

(5) 日本心血学諸学会連合(垣本常任盟事)

・心JlTi学検定事業などについて説明があ った。

(6) その他

• J盟事長より創立60周年記念事業として 「応

用心血竿事典」を学会として編集 ・発行する

ことが報告された。発行元は丸善株式会主lで

ある。

5 審議司'j:.rj~

(1) 会則の改正に|謝する件(岡村理事長)

・終身会員を新設するための会則の改正案が提

案され，一部修正の上承認された。主な改正

点は次のとおりである。

①会WJの第 4条4項に終身会員に関する条

J_fflが何人された。

②申請の条件は，満 71歳以上で正会員手E$~;

年数 30年以上の正会員および認定「応用

心J盟土」取得後 10年を経過した者とした。

③終身会員は年会費納入の義務を有さない。

(2) 2005年度決算に関する件(浮谷事務局長)

・各委員会の決算報告にもとっき，監事の会計

lHK査報告をへた 2005年度決算書が提案さ

れ，承認された。

(3) 2006年度予算に関する件(浮谷事務局長)

-各委員会の決算報告ならびに要望にもとつい

た2006年度予算案が提案され，承認され

fこ。

(4) 役員選出 ・選挙規程に関する件

(浮科委員長)
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-役員選挙を実施した結果を踏まえて，より会

員の意思が反映されるように一部改正した。

主な改正点は常任理事選挙での投票人数を 3

名から 15名とした点である。ほかに内容に

影響を与えない文言を数箇所訂正した。

(5) 名簿作成に関する件(岡村理事長)

-名簿を発行するにあたり，掲載項目について

提案され承認された。

(6) 学会賞に関する件(荻野副理事長)

・ここ数年「該当なし」が続いていることから，

受賞対象などを見直す提案があった。主な改

正点は，学会賞と奨励賞を一本化し，学会賞

のみとする点で承認された。選考内規などは

副理事長が中心になって決定していくことが

了承された。

6. 2008年度第 75回大会当番機関に関する件

(岡村理事長)

・横浜国立大学(藤森立男大会委員長)において

開催されることが提案され，承認された。

7 議長解任

2006年度第4回常任理事会議事録

l 開催要項

日時 2006年9月 10日(日) 1 2 時~ 1 3 時

場所.文京学院大学本郷キャンバス B506

出席者 岡村一成理事長，荻野七重副理事長

浮谷秀一，大橋信夫，痘本由紀子，田之内

厚三，所正文，内藤哲雄，藤田主一，松

浦常夫，松田浩平，向井希宏，蓮花一己，

柏木恵子(第 73回大会委員長) (以上 14

名)

委任状・外島裕，南隆男

事務局・浮谷秀一(局長)，伊波和恵(幹事)

2 報告事項

(1) 埋事長挨拶

(2) 各委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会(藤田委員長)

・機関誌編集協力委員(以下，協力委員とす

る)の設置ならびにそれに伴う委員会規程

変更案について，委員会より提案された0

・協力委員の定義，活動内容，人数，任期等

について全般的な議論が交わされたが，設

置の可否も含めて，この場では結論が出

ず，継続審議することとなった。

2) 企画委員会(内藤委員長)

・学会第 73回大会において， A越河先生，B

内藤先生による研修会を開催する。

-東京以外でのシンポジウムの開催.も検討し

たいが，集客やスタ y フ移動に伴うコスト

面での課題が残る。

3) 広報委員会(所委員長)

・学会HPの役割を見直し，松田先生に HP

担当を依頼，今後改変を行う予定である 0

.ニュ ースレター第 16号(11月ごろ発行予

定)に，アテネの国際大会ならびに第 73

回大会の報告を掲載予定である。各委員長

に活動方針の執筆を求めるなと，執筆分担

の確認がなされた。

・その他，次年度から開始される終身会員制

度等の会則改正，英文論文の案内なとの記

事を掲載予定である。

4) 認定「応用心理士」認定審査委員会

(浮谷委員長)

・前期は 2名を承認した。

・新役員掲載の「申請の手守IJを作成し，全

会員に配布する。

5) 国際交流委員会(蓮花委員長)

・ニュ ースレターへの国際大会参加ならびに

企画報告を掲載予定である。

・アテ不大会への参加者に，広報委員会，機

関詑編集委員会と連携して，英文論文執筆

を依頼していく。

6) 若手研究者支援委員会(I王l之内委員長)

・若手研究者への学会大会参加支援制度を本

大会から適用。詳細については集計後に報

告する。

7) 学会賞 ・奨励賞選考委員会(荻野委員長)

-学会賞に関する変更事項の承認手続きにつ

いて確認がなされた。会則の変更を含まな

ければ，常任理事会→理事会→ニュースレ

ターでの意思確認を経て(来年度の総会を

待たす=に)，変更することが可能である。

(3) 日本心理学諸学会連合報告

(垣本常任埋事)

.心盟学検定の実施計画について報告があっ

fこ。
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(4) 2007年度第 74回大会について

(蓮花大会委員長)

・ 2007 年 9 月 8 日 (土) ~9 日(日)に帝塚山

大学学園前キャンバスにおいて開催予定であ

る。

-理事会は大会前日の 7日(金)夕刻に開催予

定である。

(5) 2008年度第 75回大会について(岡村盟事長)

-横浜国立大学において開催することとな っ

た。大会委員長は藤森立男監事である。

3. 審議事項

(1) 編集委員会規程に関する件(藤田委員長)

-機関誌編集協力委員の設置について，編集委

員会より提案があった。提案趣旨の説明が

あったのち議論が交わされ，継続的に審議し

ていくことになった。

(2) 執筆規程に関する件(藤田委員長)

・(1)とあわせて，継続審議となった。

(3) 新入会員審査および会員異動について

-新入会員101ヨし込みのあった下記の 3名につ

いて審査 し承認した。

中村隆一，菅野亮，川合悟

.9月6日現在，会員数 1，107名(内訳ー正会

員数 1，060名， 学生会員 2名， 名誉会員 41

名，賛助会員 4名)。

*名誉会員の高嶋正士先生より本学会に 50万円の

ご寄付をいただいた。ご寄付の取り扱い活用方法

については今後検討することになった。

*次回常任理事会は 2006年 12月 l日(金)午後 6

時より東京富士大学において開催される予定であ

る。

2006年度第5回常任理事会議事録

1. 開催要項

日 11寺 2006年 12月 l日(金)

午後 611寺~午後 8時45分

場 所:東京富士大学本館 l階第 2会議室

出席者:岡村一成1盟事長，荻野七重副Hn事長

浮谷秀一，大橋信夫，垣本由紀子，回之内

厚三，内藤哲雄，藤田主一，松浦常夫，松

田浩平，向井希宏，蓮花一己(第 74回大会

委員長を兼ねる) (以上 12名)

委任状:所正文，南 |盗男

事務局 浮谷秀一 (局長)，伊波和恵(幹事)

2. 報告事項

(1) 理事長挨拶

-第 73回大会終了の報告と御礼を述べた。

(2)各委員会報告

1) 機関誌編集委員会(藤田委員長)

-第 32巻第 l号の編集状況について説明が

あった ・原著論文 3，公開シンポジウム 1，

追悼文(圧l中昌人先生)1， 事務局だより，

認定「応用心理士」事務局より

・第 26巨1(2006年 7月)国際応用心t翠学会

議参加者宛に，英文投稿論文募集を知 らせ

るチラシを作成した。ニュースレタ ーに同

封して周知する予定である。

-審査状況について， 5件終了と の報告か

あった。第 32巻第 2号は 3月末に発行予

定である。

2) 企画委員会 (内藤委員長)

・第 73回大会において A越河先生，B内

藤先生による研修会を開催した。

・研修会については，運営面での課題が指摘

された。研修会用の受付へのスタ ッフ配置

については，次回(第 74回大会)以降，大

会主催校に担当 して もらうことが決まっ

fこ。

3) 広報委員会(代理浮谷事務局長)

・ニュ ースレタ 第 16号がまもなく発行さ

れる。印刷終了し， あとは発送を待つ状況

である。

4) 認定 「応用心理土」認定審査委員会

(浮谷委員長)

・新役員掲載の「申請の手引き」を作成，発

送済みである 0

・後期に入り， 6 件の 13"\~ ~、合わせがあり ， 審

査料の入金は現在 7件とい う状況である。

今期の締切は 12月 15日。

5) 国際交流委員会(蓮花委員長)

・ニュースレタ ーに国際大会参加!ならびに企

画報告を掲載した。

・アテ ネ大会への参加者に，広報委員会，機

関誌編集委員会と連携して，英文論文執筆

を依頼する。会員宛発送物への封入チラゾ

等で呼びかける予定である。
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6) 若手研究者支援委員会(旺l之内委員長)

・若手研究者への学会大会参加支援制度を本

大会から適用したところ，利用件数は次の

とおりであった 発表者 21件(発表数全

体の 24%)，当日会員 9件，自主シンポジ

ウム O件。

-課題として，次の 3点が挙げられた:①受

付の設定の見直し(時間 ・担当者 ・場所

等)，②周知の不徹底さを改善すること (今

回は会場内でも該当者に委員から声をかけ

た)，③若手の懇親会参加者の増加(今回は

院生は 6名のみ)。

7) 学会賞 ・奨励賞選考委員会(荻野委員長)

. I学会賞規程」について検討した。

(3)日本心理学諸学会連合報告

(垣本常任l盟事)

.次回の会合は 12月24日開催予定。

(4) 第 73回大会について報告

(松田大会副委員長)

・大会運営について，業務担当の国際文献との

トラフルの経緯と決着について説明があ っ

た:①印刷トラフルに関しては，業者より大

会事務局へ，延滞金 6%/日X2週間分を払い

戻しするということで合意した。②トラフル

再発を防ぐためにも，大会運営に関するマ

ニュアルの整備と共有をさ らに徹底する こと

とな った。

・収支決算はとりまとめ次第，報告する。

(5) 2007年度第 74回大会について

(蓮花大会委員長)

・2007年9月8，9日に帝塚山大学学園前キャ

ンバスにおいて開催予定である。

-理事会は大会前日の 7日夕方，懇親会は 81::1

夜に，それぞれ奈良ホテルにて開催予定。

-大会フ。ログラムの概要を企画中である ポス

ターならびに口頭発表，自主ワークショ yプ

6~8 件分，大会企画 l 件，講演 2 件，研修会

2件。

(6) その他(岡村l.ill事長)

-名誉会員の花沢成一先生，田中富士夫先生が

逝去された。花沢先生には， 学会名で生花と

電報でお悔やみを表したが，匠l中先生の言ト報

が入ったのは葬儀後だったため，対応できな

かっfこ。

3.審議事項

(1) 編集委員会規程(案)に関する件

(際田委員長)

・機関誌編集委員会規程(案)が，委員会より提

出され，承認された0

・『応用心理学研究』の投稿 ・執筆規程(案)

が委員会より提出され，承認された。(ただ

し，付記:審査の手順については掲載対象と

しない。)

-機関誌編集規程の見直しについて，①掲載論

文の種類に，短報論文(ゾョートレポート)，

実践論文を加える， ②月11刷 20部を著者に贈

呈する，③審査結果への異議申 し立てについ

て記述する，④著作権の帰属先について記述

する，などの新規程案が提出された。このう

ち，①，②は承認された。③，④については，

朝市HJiHï!.において t~討ーすることとなった。

・ショー卜レポー卜の新設ならびに執筆規程に

ついて委員会より提案があり，承認された。

(2) 学会賞の規程改正に関する件(荻野委員長)

. I学会賞」規程ならびに選考細則案が委員会

よりJ是出され，修正のうえ，承認された。

-本改正について， 1里事会においては持ち回り

審議で承認を求めることとなった。

(3) 新入会員審査および会員異動について

- 新入会のI'~し込みのあった 1 5 名について審

査し，全員承認した。

三木善彦，枚田香，宮崎貴子，村山綾，

I依吉信子，谷津修一，佐々木史之，安藤 詳

子，渡部英夫，井上(喜久和， 三島重顕，田'):Ill

智章，藤原靖久， {中本尚史，村瀬千春

・11/29現在，会員数 1，113名(内訳:正会員

数1，067名，学生会員 2名，名誉会員 40名，

賛助会員 4名)。入会者 10名，退会者5名

(うち，逝去2名)。

(4) 公開シンポジウムに関する件

*次回常任l里事会は 2007年2月23日(金)午後 2

時より東京富士大学において開催される予定であ

る。
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2006年度第6回常任理事会議事録

日時 2007年 2月23日(金)

午後 211寺~午後 411寺

場 所。東京富士大学本fi1'i地下I階第 l会議室

出席者:岡村一成盟事長 荻野七重副理事長

1平谷秀一，大橋信夫，所 正文，内ïj~~哲雄，

藤田主 ，松浦常夫，松田浩平，向井希宏

(以仁 川 名)

委任状 回之内厚三，南隆男，蓮花一己

事務局:~手谷秀一 (局長) ， 伊波和恵(幹事)

l 報告事項

(1 ) 盟事長挨修

. r応用心i盟学事典』上梓の報告と出版祝賀会
の開催案内について。

・ 問中杉恵会員の言卜幸!~につ い て。

(2) 各委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会(藤田委員長)

・ 第 32 巻~~ 2号の審査ならびに編集状況に

ついて説明があ った。投稿数 6本のうち，

審査済 1， 審査[!:I4， 不採択 l。 追悼文 2

(花沢成一先生について;井I::.f喜久平1]先生，

田中冨士夫先生について;田形修一先生)。

事務局だより，認定「応用心理士」事務局

より，機関誌 「応用心盟学研究」の新投

稿 ・執筆規程， 機関誌 「応用心国学:附究」

の新編集規程。

・第 26@]国際応用心l盟学会議出席者を対象

とした英文論文の投稿数は 16件とな っ

た。これに日本応用心浬字会企画シンポシ

ウムの報告を加えて，特集号として編集す

る。

2) 企画委員会(内藤委員長)

. 2006年度シンポシウムを次のように開催

することとなった。

テーマ・『過重負担の医療 ・福祉従事者を

どう支援するか ?j

2007年4月 14日(土)13: 3 0~ 1 7 : 00 

明治学院大学本館 1201教室

企画 内藤哲縦(信州大学)

司会・大橋信夫(日本福祉大学)・内藤哲雄

話題提供者

峯尾武巴(神奈川県立保健福tJJ大学)

吉方りえ(医療法入社団順型会吉方病院

医師)

山川庸介 (児童養護施設ま つば国保育

士)

安藤真智子(東京都渋谷区子ども家庭支

媛センター専門相談員)

指定討論者

井上孝代(明治学院大学)

松 下由美子(山梨県立大学看謎学部)

・第 74回大会(於.帝塚山大学)での研修前

演は，以下のとおり企画を進めている :

①9月 8EI 1"社会における応用心埋士の使

命と課題 ・留意点J(講師 神作博(中京

大学)，司会 向井希宏(中京大学)， 

②9月9日 「未定J(講師i対二上孝代(明治

学 院大学)，司会伊藤武彦(和l光大

学))。

3) 広報委員会(所委員長)

・ニュースレター第 17号は 3月中旬に原縞

〆切で 4月末発行，5月初旬に発送予定で

ある。

-学会 Web担当の松田委員より，学会ホー

ムペー ジ運用に関連して，諸学会のホーム

ページを活用した会員向けサーヒス等の現

状について報告があっ た。今後，委員会を

[!:I心に，内容の詳細を検討してし、く予定で

ある。

4) 認定「応用心血二仁」認定審査委員会

(浮科委員長)

・19人の申請があり，審査の結果 17人が《

絡とした。3月中に通知|予定である。

5) 国際交流委員会(松浦委員)

• 3月仁!:I(こ会合を行う予定。

6) 若手liJ!究者支援委員会

(代JlTI:浮谷事務町長)

・次回学会大会へ向けて，若手支援策と手続

き方法に関するチラシを作成した。これを

会員宛に周知する予定である。

7) 学会賞 ・奨励賞選考委員会(荻野委員長)

-次回より，学会賞選考委員会へと名称を変

更する。

(3) 日本心11n学諸学会連合報告(岡村組事長)

• 12月の会議において，心理学検定の実施が
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決定した。 (2) 学会1':1:・奨励賞の規程改正に関する件

(4) 2007年度第 74回大会について (荻野委員長)

(代理:向井常任理事)

• 2007年9月8日・91':1に予fj塚山大学学園前

キャンバスにおいて開似iする。

・準備状況は順調である。なお， J運営上のおも

な変更点としては次のとおりである .①会員

への事前広報を l号通信に一本化， ②懇親会

への同伴者の出席を認める，③終身会員の項

目を設けた， ④個人発表を口頭発表とポス

タ一発表の 2部門とした， ⑤全体的に費用を

jfl]えるようにした。

3. 審議事項

(1 ) 編集委員会規程および投稿規程に関する件

(藤田委員長)

・機関誌編集委員会規程が承認された。本規程

は平成 18年4月1日より 一部改定施行す

る。

. ~応用心理学研究』の投稿 ・ 執筆規程が承認

された。ただし，引用文献の書式については，

事典類からの引用を加えるなど，さらに計二組|

を検討することとなった。

-機関誌編集規程(案)については，以下の修正

を加えて，承認された。本規程は，平成 19年

4月1日より施行する:掲載論文の種類に新

たに加えられた短報論文(ショ ートレポー

ト)の名称は短報論文に，実践論文は実践報

告と定めることとした。総説論文について

は，依頼論文という但し書きを削除すること

となった。

-平成 18年度， 19年度分は，平成20年度に

選考，発表されることとなった。

・これにともない，委員会は平成20年度に設

置されることが確認された。

(3) 公開'/ンポゾウムに関する件

• 4月14日に開催されるが，平成 18年度の事

業であるので，平成 18年度決算に繰り込む

ことが昨認された。

(4) 2007年度各委員会の事業計画に関する件

(浮谷事務局長)

・予算は4月 14日の次回理事会の際に決定し

たいので， 3月末までに事務局宛に各委員会

でまとめて提出するように依頼があった。

(5) 新入会員審査および会員異動について

(浮谷事務局長)

・新入会員申し込みのあった 17名について審

査し全員承認した。

坊!内由樹子，松尾由美，田島祥，鈴木俊苗，

八回武俊，佐渡真紀子，("IJ回将寛，高比良美

詠子，恒淵めくみ，山人端津由，村田芳実，

山本 崇，名張恵那，大前泰彦，clコ山智恵，

粛藤友美，永光俊

• 2月21日現在，会員数 1，124名(内訳正会

員数 1，078名， 学生会員2名， 名誉会員40

名，賛助会員4名)。入会者 16名，退会者5

名(うち，逝去2名)。

(6) その他

木次回常任1ill事会は2007年4月141':1 (土)午後 5

H寺より明治学院大学において開催される予定であ

る。
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日本応用心理学会第72回大会決算報告

平成 18年 3月 10日

11)( 支 仕i

摘

大会参加賀

(内訳)正会員(予約)

正会員(当日)

院生(予約)

院生(当日)

非会員(予約)

非会員(当日)

非会員(学生)

発表質

(内訳)正会員

名誉会員

院生

非会員

非会員学生

論文集代

(内訳)正会員(予約)

正会員(当日)

院生(予約)

懇親会費

(内訳)正会員(予約)

正会員(当日)

院生(予約)

研修会費

(内訳)正会員(予約)

正会員(当日)

広告費

協賛金 ・寄付金

学会本部補助金

理事会本部補助

本学有!ill)J
よ入
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14，000 

講師謝礼

799，00011 学生協力謝礼

570，000 11 消耗品質

30，00011 盟事会費

51.000 11 惣親会費

140，000 11 総会費

8，00011 渉外資

準備委員会運営資

制，00011 郵送料 ・手数料

165.000 

66，000 

15，000 

289，000 

195，000 

78，000 

16，000 

38，000 

26.000 

12.000 

220，000 

10，000 

700.000 

100，000 

395，487 

3，936，487 ぷ与、
仁コ ，↓，. 

一言
口

日本応用心理学会第 72回大会の収支について， 以上のとおり ζ報告いたします。

平成 18年 l月 16日

金額

1，814，245 

1，046，400 

381，462 

37，900 

63，220 

211.920 

73，343 

140，000 

277，500 

440.756 

308.206 

471，906 

115，000 

56.770 

298.498 

13，606 

大会会長 星野仁彦 印

上記，第 72回大会収支決算書の会計処改は，適正に行われていることを証明いたします。

平成 18年 l月23日

会計監査 大倉健宏 印
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日本応用心理学会 2005年度決算書

(2005 年 4 月 l 日 ~2006 年 3 月 3 1 日)

II文 人 支 出

項 目 決算合員 予算級 項 I~I 決算額 予算額

会費 5，571，000 5.760.000 第 72回大会補助費 700，000 700，000 
過年度分 384.000 480.000 学会賞 ・奨励賞 。 100.000 
本年度分 5，187，000 5，280，000 心理学諸学会連合 60.000 60，000 

シンポジウム・講演費謝金 158.000 200.000 
研修会講師謝金 60.000 100，000 

賛助会費 30.000 30.000 国際交流費 。 300，000 
「応用心理士」関係 181.000 600.000 「応用心理士」関係経費 58，746 200，000 
審査料 60，000 150，000 
認定料 120，000 450，000 委員会活動費 645，829 1，400.000 
その他 1，000 機関誌編集委員会 76，654 

学会賞 ・奨励賞選考委員会 38，449 50.000 
寄付金(稲毛教子名誉会員) 200.000 ゾンポジウム委員会 272，130 250.000 

国際交流委員会 143，900 400，000 
雑収入 479，156 200.000 広報委員会 37.970 100，000 

研修委員会 17.390 150，000 

倫理委員会 50，366 100，000 

諸規程箆備検討委員会 8，970 50，000 

若手研究者支援委員会 。 50.000 

印刷費 1，409，452 2.200.000 

機関誌 1，147，860 

広報関係 160，230 300，000 

その1也 101，362 400，0001 

通信費 639.195 750，000 

機関誌郵送費 138，450 200，000 

広報関係郵送費 286，990 250，000 

その他 213，755 300，000 

常任理事交通費 400，320 750，000 

事務局運営費 423.349 ~~~，~~~ I 
事務局委託費 569.171 800.000 

選挙関係(通信愛を含む) 477，414 500.000 

予備費 。 741.119 
6.461.156 6.590.000 5.601.476 9.501.119 

前年度繰越金総額 8.811.119 8.811.119 次年度繰越金総額 9.670.799 5.900.000 

名簿作成積立金 1，500，000 1，500.000 名簿作成積立金 2，000，000 2，000，000 

特別企画積立金 2.000.000 2，000，000 特別企画積立金 2，500，000 2，500.000 

若手育成基金 1，400，000 1，400.000 若手育成基金 1，400，000 1，400，000 

前年度繰越金 3，911，119 3.911，119 次年度繰越金 3，770，799 。
£E二〉l、 5十 15，272，275 15，401.119 i口λ 百十 15，272，275 15，401，119 

以 上のとおり相違ありません。

'I~I或 17 年 2 )J 22 1"1 W:i査委員 ⑪

耐

川

政査委員



J[文

項 目

会費

過年度分

本年度分

賛助会費

「応用心理士」関係

審査料

認定料

その他

雑収入

名簿作成費取り崩 し

若手育成基金取り崩し

百十

前年度繰越金総額

名簿作成積立金

特別企画積立金

若手育成基金

前年度繰越金

ぷEコ〉、

事務JII)だよ り

日本応用心理学会 2006年度予算案
(2006 年 4 月 l 日 ~2007 年 3 月 3 1 日)

人 支

予算額 前年度予算額 項 目

5，760，000 5，760，000 第73回大会補助費

480.000 80名 480.000 学会主主 ・奨励賞

5，280.000 880名 5.280，000 心理学諸学会連合
シンポジウム・ 講演費謝金

研修会講師謝金

30.000 30，000 国際交流費

800.000 600，000 「応用心理士」関係経費

200.000 150.000 

600.000 450.000 委員会活動費。 機関誌編集委員会

企画委員会

400，000 200，000 シンポシウム委員会

研修委員会

1，000.000 広報委員会

400.000 国際交流委員会

諸規程整備検討委員会

若手研究者支媛委員会

学会賞 ・奨励賞選考委員会

倫理委員会

印刷費

機関誌

広報関係

名簿作成費(通信費も含む)

その他

通信費

機関誌郵送費

広報関係郵送費

その他

常任即事交通'1:'1
事務局運営費

事務局委託費

心理学諸学会連合分担金・協力金

選挙関連(通信費含む)

若手支援費

予備費

8，390，000 6，590，000 

8，270，799 8，811，119 次年度繰越金総額
1，000.000 1，500.000 名簿作成積立金

2.500.000 2.000.000 特別企画積立金
1.000.000 1，400.000 若手育成基金

3.770.799 3.911，119 次年度繰越金

16，660，799 15，401，119 £EA I 5十

( 107 ) 

出

予算額 前年度予算額

700，000 700，000 

100，000 100，000 

90，000 60，000 

200，000 200，000 

100，000 100，000 

1，000，000 300，000 

700，000 200，000 

960，000 1，400，000 

250.000 250.000 

300.000 

250.000 

150.000 

100.000 100.000 

100.000 400.000 

10.000 50.000 

50.000 50.000 

50.000 50.000 
100.000 100.000 
2，900，000 2，200，000 

1.500.000 1.500.000 

200.000 300.000 

1.000.000 

200.000 400.000 

850，000 750，000 

200.000 200.000 

350.000 250.000 

300.000 300.000 

500.000 750.000 

700，000 700，000 

800，000 800，000 

300，000 

500，000 

400，000 

1，360，799 741，119 

11，660，799 9，501，119 

5，000，000 5，900，000 

1.000.000 2.000.000 

3.000.000 2.500.000 

1.000.000 1.400.000 。 。
16，660，799 15，401，119 
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日本応用心理学会役員選挙結果

有権者数(投票用紙送村数) 900通

返信総数 (封筒数) 183通

有効返信数(封筒数) 181通

無効返信数(封筒数) 2通

投総数票
埋事iM挙 905票

監事選挙 181票

1. 理事

氏名 投票数 氏名 投票数

当選 岡村一成 70 25 当選 一対上孝代 推薦

2 当選 /i事国主ー 45 26 当選 尾入正哲 推薦

3 当選 外島裕 43 27 当選 大橋信夫 推薦

4 当選 浮谷秀一 42 28 当選 大仰l憲一 推薦

5 当選 荻野七重 28 29 当選 川本利恵子 推薦

6 当選 馬場房子 21 30 当選 桐生正幸 推薦

7 当選 松田浩平 20 31 当選 豊村干[1真 推薦

8 当選 内藤哲雄 16 32 当選 星野仁彦 f佐薦

9 当選 田之内厚三 14 33 当選 松下由美子 f佐薦

10 当選 所正文 14 34 当選 三戸秀樹 推薦

11 当選 森Ilij保彦 13 35 当選 向井希宏 f佐薦

12 当選 垣本由紀子 13 36 当選 南 |盗男 推薦

13 当選 キ111江達郎 13 

14 当選 鎌形みや子 12 

15 当選 小野浩一 11 

16 当選 森下高治 10 2 監事

17 当選 高石光一 10 氏名 投票数

18 当選 田中真介 9 当選 藤森立男 35 

19 当選 蓮花一己 8 2 当選 玉井寛 5 

20 当選 柏木恵子 7 3 次点 山本 寛 5 

21 当選 嘉部和夫 7 

22 当選 大坊郁夫 7 

23 当選 谷口泰富 7 

24 当選 松浦常夫 7 

次点、 関口和代 7 



事務!日iだより

日本応用心理学会選挙結果

理事長選挙

有権者数

投票総数

氏名

当選 | 岡村 一成

次点 | 荻野七重

常任理事選挙

有権者数

返信総数 (封筒数)

有効返信数(封筒数)

!!!~øJ返信数(封筒数)

投票総数

氏名

当選 岡村 一成

当選 /手谷秀一

当選 荻野 七重

当選 外島裕

当選 旅田主ー

当選 回之内厚三

当選 垣本由紀子

当選 内藤哲雄

辞退 小野浩一

辞退 馬場房子

当選 松浦常夫

当選 大橋信夫

当選 所正文

当選 南 |隆男

当選 向井希宏

当選 松田浩平

当選 蓮花一己

次点 組liI 達郎

次次点 森下高治

( 109 ) 

36通

32通

32通

0通

96票

得票数

20 

9 

8 

8 

8 

5 

4 

4 

4 

4 

3 

2 

2 

2 

2 

2 
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日本応用心理学会 役員・事務局体制

(任期 2006 年 4 月 l 日 ~2009 j'l二3月311=1) 

浬事長岡村一成 副理事長.荻野七重

理 事.井上孝代浮谷秀一*尾入正哲大橋信夫本大洲憲一小野浩一 垣本由紀子*柏木恵子

嘉部和夫鎌形みや子川本利恵子桐生正幸大坊郁夫高石光一 田中真介谷口泰寓

田之内厚三*所正文*外島裕* 豊村和真内藤哲u;jγ 馬場房子藤田主ー* 星野仁彦

細江達郎松浦常夫*松下由美子松田浩平* 三戸秀樹博l 降男*向井希宏*森下高治

森脇保彦 蓮花一己* (50音/11買*は常任盟事)

監 事:藤森立男玉井寛

事務局長:浮谷秀一 事務局幹事伊波和恵

委員会

機関誌編集委員会

藤田主一委員長

企画委員会(旧シンポジウム委員会と旧研修委員会が合併)

内藤哲雄委員長

広報委員会

所正文委員長

認定「応用心理士」認定審査委員会

浮谷秀一委員長

国際交流委員会

蓮花一己委員長

若手研究者支援委員会

回之内厚三委員長

学会賞選考委員会

荻野七重委員長

倫理委員会

荻野七重委員長

日本心理学諸学会連合理事:岡村一成 垣本由紀子
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